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一覧表

延長 設計速度 事業費

(km) (km/h) (億円)

□高規格幹線道路(一般国道自動車専用道路)【４事業】

① 東北 岩手 八戸
はち のへ

・久慈
く じ

自動車道
久慈
く じ

北
き た

道路

【一般国道４５号】

岩手
い わ て

県久慈
く じ

市侍浜町
さむらいはまちょう

字桑畑
くわはた

～岩手
い わ て

県久慈
く じ

市夏井町
なついちょう

字鳥谷
と や 7.4 80 2 182 1.6

・八戸久慈自動車道は三陸北縦貫道路と東北縦貫道八戸線を相互に連絡し、八戸市から久慈市間を結ぶ延長約５０ｋｍの高規格
幹線道路であり、現在までに約１０ｋｍを供用中。
・当該区間の整備により、現道の線形不良区間を回避し、広域的な交流・連携の促進及び、三陸沖北部地震等災害時の救援ルート
の機能強化、救急医療活動の支援等が図られる。

② 東北 宮城 三陸
さ ん り く

縦貫自動車道
南三陸
みなみさんりく

道路

【一般国道４５号】

宮城
み や ぎ

県本吉
もとよし

郡南
みなみさんりくちょう

三陸町志津川
し づ が わ

字小森
こ も り

～宮城
み や ぎ

県本吉
もとよし

郡南
みなみさんりくちょう

三陸町歌津
う た つ

字白山
しらやま 7.2 80 2 238 1.8

・三陸縦貫自動車道は常磐道と三陸北縦貫道路を相互に連絡し、仙台市から石巻市、釜石市、宮古市間を結ぶ延長約２２０ｋｍの
高規格幹線道路であり、現在までに約８２ｋｍを供用中。
・当該区間の整備により、現道の線形不良区間を回避し、広域的な交流・連携の促進及び、宮城県沖地震における津波災害時の救
援ルートの機能強化、救急医療活動の支援等が図られる。

③ 近畿 奈良 京奈和
け い な わ

自動車道
大和
や ま と

北
き た

道路

【一般国道２４号】

奈良
な ら

県奈良
な ら

市八条
はちじょう

三丁目

～奈良
な ら

県大和
や ま と

郡山
こおりやま

市横田
よこたちょう

町
6.3 80 4 850 4.4

・京奈和自動車道は、新名神高速道路、西名阪自動車道及び阪和自動車道を相互に連絡し、京都市、奈良市、和歌山市を結ぶ延
長１２０ｋｍの高規格幹線道路であり、現在までに約４５ｋｍを供用中。
・当該区間の整備により、奈良市中心部における国道２４号の慢性的な交通混雑が緩和され、京都、奈良、和歌山の拠点間の連携
強化が図られる。

④ 近畿 福井 中部
ち ゅ う ぶ

縦貫自動車道

大野
お お の

油坂
あぶらさか

道路

(大野
お お の

東
ひがし

・和泉
い ず み

区間)

【一般国道１５８号】

福井
ふ く い

県大野
お お の

市下唯野
し も ゆ いの

～福井
ふ く い

県大野
お お の

市貝皿
かいざら 14.0 60 2 523 3.4

・中部縦貫自動車道は、北陸自動車道、東海北陸自動車道及び中央道長野線を相互に連絡し、福井市、高山市、松本市を結ぶ延
長約１６０ｋｍの高規格幹線道路であり、現在までに約３６ｋｍを供用中。
・当該区間の整備により、現道の線形不良区間を回避し、広域的な交流・連携の促進及び、救急医療活動の支援等が図られる。

□高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路【７事業】

⑤ 東北 青森 一般国道４５号 上北
かみきたてんまばやし

天間林道路
青森
あおもり

県上北
かみきた

郡東北町
とうほくまち

大字大浦
おおうら

～青森
あおもり

県上北
かみきた

郡七戸
しちのへ

町
まち

字附田
つ く た

向
むかい 7.8 100 2/4 229 3.8

・当該区間の整備により、現道の線形不良区間及び事故多発箇所を回避し、地域の安全・安心の確保及び、救急医療活動の支援
等が図られる。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、東北縦貫自動車道八戸線の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促
進。

⑥ 東北 福島 一般国道１１５号 霊
りょうぜん

山道路
福島
ふくしま

県伊達
だ て

市霊山町
りょうぜんまち

石田
い し だ

～福島
ふくしま

県伊達
だ て

市霊山町
りょうぜんまち

下小国
し も お ぐに 12.0 80 2 332 1.4

・当該区間の整備により、現道の線形不良区間及び異常気象時通行規制区間を回避し、地域の安全・安心の確保及び、救急医療
活動の支援等が図られる。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、東北中央自動車道の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促進。

⑦ 中国 鳥取 一般国道９号 鳥取
と っ と り

西
に し

道路(Ⅲ期)
鳥取
とっ とり

県鳥取
とっ とり

市気高町
けたかちょう

下
しも

坂本
さかもと

～鳥取
とっ とり

県鳥取
とっ とり

市青谷町
あおやちょう

青谷
あ お や 6.4 100 2/4 248 3.6

・当該区間の整備により、現道の混雑多発箇所及び事故多発箇所を回避し、地域の交通円滑化及び安全・安心が確保される。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、山陰自動車道の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促進。

⑧ 中国 島根 一般国道９号 出雲
い ず も

・湖陵
こ り ょ う

道路
島根
し ま ね

県出雲
い ず も

市知井宮
ち い み や

町
ちょう

～島根
し ま ね

県出雲
い ず も

市湖陵町
こりょうちょう

三部
さ ん ぶ 4.4 80 2/4 160 2.4

・当該区間の整備により、現道の事故多発箇所を回避し、地域の安全・安心の確保及び救急医療活動の支援等が図られる。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、山陰自動車道の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促進。

⑨ 中国 島根 一般国道９号 静間
し ず ま

・仁摩
に ま

道路
島根
し ま ね

県大田
お お だ

市静間町
しずまちょう

～島根
し ま ね

県大田
お お だ

市仁摩町
に ま ち ょ う

大国
おおぐに 7.9 80 2/4 220 2.2

・当該区間の整備により、現道の要防災対策箇所、国際コンテナ通行支障区間を回避し、地域の安全・安心の確保及び救急医療活
動の支援等が図られる。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、山陰自動車道の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促進。

⑩ 中国 山口 一般国道４９１号 長門
な が と

・俵山
たわらやま

道路
山口
やまぐち

県長門
な が と

市俵山小原
たわらやまこばら

～山口
やまぐち

県長門
ながとし

市深川
ふ か わ

湯本
ゆ も と 5.5 80 2 244 1.5

・当該区間の整備により、現道の要防災対策箇所、異常気象時通行規制区間を回避し、地域の安全・安心の確保及び、異常気象
時の俵山地区の孤立の回避、救急医療活動の支援等が図られる。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、山陰自動車道の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促進。

⑪ 九州 宮崎 一般国道２１８号 高千穂
た か ち ほ

日之影
ひ の か げ

道路
宮崎
みやざき

県西
にし

臼杵
う す き

郡高千穂
た か ち ほ

町
ちょう

大字三田
み た

井
い

～宮崎
みやざき

県西
にし

臼杵
う す き

郡日之影
ひ の か げ

町
ちょう

大字七
なな

折
おり 5.7 80 2 202 1.8

・当該区間の整備により、現道の線形不良区間及び要防災対策箇所を回避し、地域の安全・安心の確保及び救急医療活動の支援
等が図られる。
・当該区間は、一般国道としての役割を果たしつつ、九州横断自動車道延岡線の一部の機能を代替し、広域的な交流・連携を促
進。

□地域高規格道路【１事業】

⑫ 東北 山形
新潟
にいがた

山形
やまがた

南部

連絡道路

梨郷
り ん ご う

道路

【一般国道１１３号】

山形
やまがた

県長井
な が い

市大字今泉
いまいずみ

字新田
しんでん

～山形
やまがた

県南陽
なんよう

市大字竹原
たけはら

字加津木沢
か つ き ざ わ 7.2 80 2/4 188 2.6

・新潟山形南部連絡道路は、日本海沿岸東北自動車道及び東北中央自動車道を連絡し、新潟県村上市から山形県高畠町間を結
ぶ延長約８０ｋｍの地域高規格道路であり、現在までに約３ｋｍを供用中。
・当該区間の整備により、現道の混雑多発箇所及び事故多発箇所を回避し、地域の安全・安心の確保及び救急医療活動の支援等
が図られる。

路線名
都道府
県名

No. 地整名 Ｂ／Ｃ区間箇所名 車線数 整備効果



１．事業概要

・起 終 点：岩手県久慈市侍浜町字桑畑～

久慈市夏井町字鳥谷

く じ さむらいはまちょう くわ はた

く じ なつ い ちょう と や

・延 長 等 ：７．４ｋｍ

・ Ｂ ／ Ｃ ：１．６

２．道路交通上の課題

４．整備効果

▲線形不良区間の事故状況

・計画交通量：約６，２００台／日

３．地元調整の経緯等

・全体事業費：約１８２億円

①

②

久慈市夏井町
死傷事故率：151.4件/億台キロ

幅員狭小区間

幅員＜8m、延長：3.0km
線形不良区間

曲線半径≦150m：13箇所

縦断勾配＞5% 延長：1.4km

②

①

久慈北道路
延長＝7.4km

Ｎ

Ｎ

（ 2車線、設計速度80km/h）
久慈北道路

①線形不良箇所、幅員狭小区間への対応

・１３箇所の平面線形不良箇所、５箇所の縦断線
形不良箇所が存在
（設計速度６０ｋｍ／ｈの基準値以下）

・約３ｋｍの幅員狭小区間（幅員８ｍ未満）が存在

②交通事故対策

・死傷事故率が、久慈市夏井町において１５１．４

件／億台キロであり、岩手県の国道・県道におけ

る平均値（４１．５件／億台キロ）の約４倍

効果２ 線形不良箇所・幅員狭小区間の回避

・平面線形不良箇所（１３箇所）、縦断線形不良箇所（５箇所）の回避により走行

性が向上。

・約３ｋｍの幅員狭小区間（幅員８ｍ未満）の回避により、走行性が向上

効果３ 交通事故の低減

・事故が集中する線形不良・幅員狭小区間の回避により、現道の交通事故を低減。

効果１ 基幹ネットワークの整備

・Ｈ２０．９ 八戸・久慈自動車道整備促進住民大会開催

（沿線住民約千人が参加）

→「八戸・久慈自動車道の早期整備を求める決議」を採択

・Ｈ２１．３ 岩手県、久慈市とルート・道路構造について確認

・平成１９年７月以降 青森県知事、八戸市長、久慈市長他が、階上～久慈北間

の新規事業化を要請

八戸市から久慈市間の所要時間の短縮

・Ｈ１９～２０年度 環境影響評価を実施

７，８７５台／日（H17）

① 八戸・久慈自動車道 久慈北道路（一般国道４５号）
く じ きたはちのへ く じ

・八戸・久慈自動車道の整備に

より、久慈市～重要港湾八戸

港間の所要時間が２５分短縮。

（八戸港～久慈市の所要時間：

７０分→４５分）

・久慈北道路の整備により、旧

種市町（現洋野町）の一部が

三次救急医療施設「久慈病院」

の３０分カバー圏域に拡大。

（３０分カバー人口が約１千人増加）

ひろのちょう

八戸港

八 戸 市

洋 野 町

八戸港 久慈市
現 況：70分
整備後：45分

※八戸・久慈自動車道整備

八戸･久慈自動車道

久慈北道路

三次救急医療施設
県立久慈病院

久 慈 市くじ なついちょう

幅員狭小区間

45

はしかみ

・旧種市町（現洋野町）から久慈病院への搬送

経路が自動車専用道路へ転換し、搬送に伴う患者への負担が軽減される。

たねいちまち

久慈北ＩＣ

（仮）北野ＩＣ

（仮）侍浜ＩＣ

久
慈
市
侍
浜
町
字
桑
畑

久
慈
市
夏
井
町
鳥
谷

久慈北道路
7.4km

対象区間

395

※ 便益(Ｂ)には、３便益(走行時間短縮便益、
走行経費減少便益、交通事故減少便益)
を計上。



効果３ 災害時の救援ルートを確保

・津波浸水区間を回避し、

地震・津波等の災害発生

時の救援ルートが確保さ

れ、迅速かつ円滑な救援

活動が可能に。

・南三陸町人口の約３割を

占める約５千人の孤立化

を回避。

・平成１９年６月以降 気仙沼市長、南三陸町長、本吉町長他が志津川～歌津

間の新規事業化を要請

・平成２０年７月 宮城県知事「志津川～本吉」間の早期事業化を要請

・Ｈ２１．３ 宮城県、南三陸町とルート・道路構造について確認

効果２ 救急医療支援

・石巻赤十字病院の６０分カバー圏が拡大。

（旧歌津町～石巻赤十字病院の

所要時間：５３分→４２分）

（気仙沼本吉地域の

カバー人口 約１万１千人増加

カバー率 ２６％→３８％）

１．事業概要

・起 終 点：宮城県本吉郡南三陸町志津川字小森～本吉郡南三陸町歌津字白山
もとよし みなみさんりくちょう しづがわ こもり もとよし みなみさんりくちょう うたつ しらやま

・延 長 等：７．２ｋｍ

・Ｂ ／ Ｃ ：１.８

２．道路交通上の課題

４．整備効果

効果１ 線形不良箇所、幅員狭小区間の回避

・急カーブ区間（９箇所）、急勾配区間（２．６ｋｍ）、

幅員狭小区間（２．４ｋｍ）の回避により、

走行性が向上。

３．地元調整の経緯等

①線形不良箇所、幅員狭小区間への対応
・９箇所の平面線形不良箇所、２．６ｋｍの縦断線形不
良区間が存在。（設計速度６０ｋｍ／ｈの基準値以下）
・２．４ｋｍの幅員狭小区間（幅員８ｍ未満）が存在。

②交通事故対策
・死傷事故率が十日町交差点において、４６２．７件
／億台キロであり宮城県の国道及び県道における
平均値（６７．４件／億台キロ）の約７倍。

うたつちょう

・全体事業費：約２３８億円

Ｎ

・計画交通量：約１２,６００台／日

▲急勾配、急カーブの現道▲急勾配、急カーブの現道

▲事故の多い市街地▲事故の多い市街地

▲▲S35S35チリ沖地震で壊滅的被害をチリ沖地震で壊滅的被害を
受けた志津川地区市街地受けた志津川地区市街地

現国道４５号
通過位置

（２車線、設計速度８０ｋｍ／ｈ）

③地震津波緊急時対策
・近い将来に発生が予測される「宮城県沖地震」（M7.5前

後の今後30年以内発生確率99%）による津波災害への不安
（集落孤立の懸念）。

現道は、津波浸水予測区域を通過。

▲石巻赤十字病院60分カバー圏

①

②

③

②

①

③

南三陸道路

高次医療施設60分カバー
人口 約1.1万人増加

（約2.5万人⇒約3.6万人）

高次医療施設60分カバー
人口 約1.1万人増加

（約2.5万人⇒約3.6万人）

※気仙沼本吉地域：
南三陸町、
本吉町、気仙沼市

みなみさんりくけせんぬま もとよし しづがわ うたつ
・Ｈ１８～２０年度 環境影響評価を実施

１０，９４３台／日（H17）

② 三陸縦貫自動車道 南三陸道路（一般国道４５号）
みなみさんりく

十日町交差点
死傷事故率：４６２．７件/億台ｷﾛ

さんりく

53分

42分

0分

10分

20分

30分

40分

50分

60分

整備前 整備後

１１分短縮

▲歌津～石巻赤十字病院の所要時間

とうかまち

（仮）志津川ＩＣ

（仮）磯の沢ＩＣ

（仮）歌津ＩＣ

南三陸道路

7.2km
対象区間

志津川地区

歌津地区

南三陸町

志津川ＩＣ
磯の沢ＩＣ

歌津ＩＣ

泊崎半島

志津川
市街地

孤立化を回避！

物資搬送
救助活動

救助・復旧活動

救助・復旧活動

物資搬送
救助活動

迅速かつ円滑な
救助・復旧活動等を支援！

孤立エリアへの
アクセス路

南三陸道路
からの物資の受け渡し

避難所へ物資を輸送

南三陸道路

いしのまき

※ 便益(Ｂ)には、
３便益(走行時間
短縮便益、走行
経費減少便益、
交通事故減少
便益)を計上。



京都府

木津川市

奈良県

至京都至京都

奈良市

大和郡山市

天理市

木津ＩＣ

奈良IC

大和郡山北IC

大和郡山IC

平城宮跡

大和郡山JCT

郡山南IC

(京奈和自動車道）
　　大和御所道路

(京
奈

和
自

動
車

道
）

　　　　　　　京
奈

道
路

至大阪

至大阪

至名古屋

大
和
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路

な   ら

（起点）奈良市八条三丁目

 6.3

や
ま
と
き
た

やまとこおりやま

はちじょうさんちょうめ

（終点）大和郡山市横田町（終点）大和郡山市横田町
よこたちょうよこたちょう

西
九
条
佐
保
線

 km

効果２ 交通渋滞の緩和
・国道２４号柏木町交差点の交通渋滞を緩和
効果３ 交通事故の低減
・事故危険箇所５箇所を回避

③ 京奈和自動車道 大和北道路（一般国道２４号）

１．事業概要

・起終点 ：奈良市八条三丁目
～大和郡山市横田町

・延長 ：6.3km
・規格等 ：4車線、設計速度80km/h
・全体事業費：約850億円
・計画交通量：約33,400台／日
・Ｂ／Ｃ ：4.4

２．道路交通上の課題

４．整備効果

効果１ 基幹ネットワークの整備
・京奈和自動車道の整備により、奈良～
和歌山間の所要時間が3時間40分短縮

（4時間40分→1時間）
・当該区間の整備により、平城宮跡～
大和郡山JCT間が17分短縮（36分→19分）

①渋滞対策
・渋滞が著しい交差点※：6箇所

※DID内：渋滞長1,000m以上、交差点通過時間10分以上

DID外：渋滞長 500m以上、交差点通過時間5分以上

・国道２４号柏木町交差点で交通渋滞が発生（最大渋滞長550m）
②交通事故対策
・国道２４号は、死傷事故が多発している事故危険箇所※が６箇所存在

※死傷事故率が高い箇所のうち、特に重点的に対策を実施すべき箇所

かしわぎちょう

はちじょう

やまとこおりやま よこたちょう

３．地元調整の経緯等

①世界遺産への影響検討、ＰＩの実施状況
・H14年9月～H15年10月 ＰＩ手続き、大和北道路有識者委員会
・H18年2月 現ルート（西九条佐保線地下＋高架案）で決定

②環境影響評価等の実施状況
・H16～H19年度 環境影響評価法に基づく環境影響評価を実施
・H20年 3月18日 奈良県都市計画決定
・H20年 4月25日 京都府都市計画決定

③要望状況
・H20年 7月～ 奈良県知事、奈良市長他が早期事業化を要請
・H20年12月 奈良県が「奈良の今後5カ年の道づくり重点戦略」を策定

し、「早期全線事業化及び大和郡山JCT～奈良ICまでの間の
先行整備」と位置付け

①夕方ピーク時の渋滞発生状況

17
分
短
縮

17
分
短
縮

や ま と きたけい な わ

御所区間
１３．４ｋｍ

大和区間
１３．８ｋｍ

五條道路
７．９ｋｍ

京奈道路

大
和
北
道
路

大
和
御
所
道
路

１７．０ ｋｍ

橋本道路
１１．３ｋｍ

和歌山県

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

紀北東道路
１６．９ｋｍ

７． ８ ｋｍ
供用中

供用中

調査中

供用中

供用中

１
２

．
４

ｋ
ｍ

２
７

．
２

ｋ
ｍ

６． ３ｋｍ

６． １ｋｍ

城陽IC

奈良IC
奈良北IC

打田IC

五條北IC

郡山南IC

橿原北IC

西名阪JCT

福原大和高田IC

橋本東IC
高野口IC

大和郡山北ＩＣ
大和郡山ＩＣ

阪
和

自
動

車
道

南
阪

奈
道

路

西
名阪自動 車

道

第二阪奈道路

第
二

京
阪

道
路

近
畿
自
動
車
道

新名神高速道路

中国自動車道

大阪
湾岸道路

中国自動車道

舞
鶴

若
狭

自
動
車
道

京都縦貫自動車道

名神高速道路

京滋バイパス

□
□

　　約１２０ｋｍ京奈和自動車道

和歌山IC

京奈北道路

新規事業化

紀北西道路
１２．２ｋｍ

木津IC

対象区間
大和北道路

６．３ｋｍ

１
２

．
４

ｋ
ｍ

な ら
①

大
和
北
道
路

（起）奈良市八条三丁目

（終）大和郡山市横田町

柏木町交差点

最大渋滞長550m
奈良IC

大和郡山北IC

大和郡山IC

奈良県

天理市

大和郡山市

大和郡山JCT

渋滞が著しい交差点

事故危険箇所

凡　　例

奈良市

京都市

西
九
条
佐
保
線

6.3
km

なら はちじょうさんちょうめ

やまとこおりやま よこたちょう

至 大阪
西名阪自動車道

至 名古屋

至 京都

49,900台／日

65,000台／日

柏木町交差点

さ い く じ ょ う さ ほ

※便益（Ｂ）には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、
交通事故減少便益）を計上



②防災対策
・防災点検における要対策箇所が３７箇所、異常気象時通行規制区間
（連続雨量140mm）が存在
・土砂災害、豪雪等により過去７年で８回の通行止が発生

④ 中部縦貫自動車道 大野油坂道路（大野東・和泉区間） （一般国道１５８号）

効果１ 基幹ネットワークの整備
・中部縦貫自動車道の整備により、福井市～松本市間の所要時間が
約２時間短縮（約５時間→約３時間）
・当該区間の整備により、旧和泉村～福井市（県庁）間の所要時間が
約１２分短縮（約７０分→約５８分）※永平寺大野道路事業中全線供用の場合

効果３ 救急医療支援
・当該区間の整備により、大野市（旧和泉村）から福井県立病院(三次医療
施設)への６０分圏域が拡大し搬送時間が約１２分短縮（67分→55分）
また、直近の福井社会保険病院へは約１０分短縮（48分→38分）
※永平寺大野道路事業中全線供用の場合

効果２ 防災対策
・防災点検要対策箇所、異常気象時通行規制区間を回避するとともに、
冬期積雪時の安全な通行を確保

H17.2 沿道住民、道路利用者に対するＰＩアンケート調査実施
（約10,800世帯）

・概ねのルート案を提示し、約８割の住民から道路整備の必要性に

ついての回答を得た
・走行性、安全性の改善の意見が最多

H18年度～ 環境調査を実施
H20.8～ 福井県知事、大野市長、勝山市長が早期事業化を要請

おお のひがし いずみ

②大野市西勝原の土砂災害
（H11.9）

①大野市下山の雪崩（R158）
（H17.12）

・起終点 ：福井県大野市下唯野
～大野市貝皿

・延長 ：14．0ｋｍ
・規格等 ：2車線

設計速度60km/h
・全体事業費：約523億円
・計画交通量：約7,400台／日
・Ｂ／Ｃ ：3．4

しもゆいの

かいざら

和泉村役場からの所要時間

30分圏域

60分圏域

高規格幹線道路
（破線は事業中）

凡　例

国道158号

国道

第二次医療施設

第三次医療施設

１．事業概要

２．道路交通上の課題

３．地元調整の経緯等

４．整備効果

①線形不良箇所への対応
・平面線形不良箇所（曲線半径<60m）が ８箇所、及び 縦断線形不良箇所

（縦断勾配>7%）が７箇所存在。

おお のあぶらさか

大野油坂道路（大野東・和泉区間） 延長 14.0㎞

異常気象時通行規制区間

①

②

：中部縦貫自動車道

：自動車専用道路

：一般国道

：一般県道

：防災点検要対策箇所
（Aランク）

：平面線形不良箇所

：縦断線形不良箇所

凡 例

3,700台／日 2,600台／日

H20年度
供用予定

大野油坂道路 L=約32km
福
井
県
大
野
市

福
井
県
大
野
市

H20新規要望区間
大野油坂道路（大野東・和泉区間）

（起） （終）
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福井県

福井大学医学部附属病院

福井社会保険病院

国保白鳥病院

済生会病院
福井県立病院

大野市役所

旧和泉村役場

至 福井市

福井県

岐阜県
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北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
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※便益（Ｂ）には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、
交通事故減少便益）を計上
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効果３ 救急医療支援

・上北天間林道路の整備により、上十三地域からの三次救急医療施設（八戸市

民病院）への６０分圏域が拡大。（上十三地域（計画沿線地域）のカバー率(人口）

：９２％→９７％（約５千人増加）

・東北縦貫道八戸線の整備により、

県都青森市と、県内第２の都市で

ある八戸市間の所要時間が短縮。

（現況１２１分→将来８６分（３５分

短縮））

延長=7.8km

上北天間林道路

１．事業概要

・起 終 点：青森県上北郡東北町大字大浦 ～ 上北郡七戸町字附田向
かみきた とうほくまち おおうら かみきた しちのへまち つくたむかい

・Ｂ ／ Ｃ ：３．８

２．道路交通上の課題

４．整備効果

効果１ 交通渋滞の緩和

・現道の混雑を回避しての通行が

可能となり、渋滞が緩和。

（渋滞損失時間：約７．８万人時間／年キロ

→約５．３万人時間／年キロ（約３２％削減））

・計画交通量：約１４，１００台／日

３．地元調整の経緯等

①渋滞対策
・渋滞損失時間が十和田市三本木付近で、約７．８万人
時間／年キロとなっており、青森県の国道及び県道にお
ける平均値（０．９万人 時間／年キロ）の約９倍

②交通事故対策
・死傷事故率が高見交差点において、２６７．６件／億台
キロとなっており、青森県の国道及び県道における平均
値（６５．７件／億台キロ）の約４倍

・全体事業費：約２２９億円

▲事故発生状況

②

・Ｈ１７．３ 青森県都市計画決定（六戸町～七戸町：２６ｋｍ）

①

▲国道４号の道路混雑状況

●●●

(仮)上北(1)ＩＣ(仮)天間林(1)ＩＣ
(仮)六戸(2)ＩＣ

(仮)六戸(1)ＩＣ

おいらせ町
24,172人

七戸町
18,471人

六戸町
10,430人十和田市

68,359人

15,946台/日

15,033台/日
●

急カーブ

14,865台/日

19,539台/日

17,412台/日

12,488台/日
急カーブ

急勾配 295m

急カーブ

18,766台/日

七戸町文化村

5,335台/日

13,100台/日

16,518台/日（H17）

(仮)上北(2)ＩＣ

料金所

みちのく有料道路

Ｈ22開業予定

●

事故多発

供用中

事業中

基本計画

凡　　　　例

新規事業要求箇所

現道の問題箇所

高規格幹線道路

●

渋滞ポイント
中下田交差点

最大渋滞長250m 通過時間4分

高見交差点
死傷事故率：２６７．６件/億台ｷﾛ

Ｎ

十和田市三本木付近
渋滞損失時間：約７．８万人時間／年ｋｍ

かみとおさん

①

②

※急カーブ（曲線半径≦150）、急勾配（縦断勾配≧5%）

上北道路
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（起）
（終） 延長=7.7km

事業中

上北天間林道路

・延 長 等：７．８ｋｍ

（２車線（暫定）、設計速度１００ｋｍ／ｈ）

効果２ 交通事故の低減

・事故多発地点の回避により、現道の死傷事故率を低減。

・平成１９年６月以降 青森県知事、七戸町長、東北町長他が、「上北～天間林

間の早期事業化」を要請

・Ｈ１１～１６年度 環境影響評価法に基づく、環境影響評価を実施。

当該区間は、一般国道としての役割

を果たしつつ、東北縦貫自動車道八

戸線の一部の機能を代替

約３２％削減

▲渋滞損失時間の変化

現況 上北天間林道路
整備時

（万人時間／年km）

⑤ 一般国道４５号 上北天間林道路
かみきた てん ま ばやし

とわだ さんぼんぎ

たかみ

八戸ＩＣ

青森ＩＣ

注：市町村は合併前で算出

▲三次救急医療施設６０分カバー圏域（青森県）

八戸市

上十三（かみとおさん）

計画沿線地域

八戸市立
市民病院供用中

事業中

計画中

Ｈ２０新規要求

整備前６０分圏域

上北天間林道路

整備後６０分圏域

凡例

東北縦貫自動車道八戸線

上北天間林道路

旧天間林村

旧七戸町

旧東北町

旧東北町

青森市 ⇔ 八戸市
現 況：１２１分
整備後： ８６分
※東北縦貫自動車道八戸線整備

青森市

上北天間林道路

7.8km
対象区間

対象区間

※ 便益(Ｂ)には、３便益(走行時間短縮便益、走
行経費減少便益、交通事故減少便益)を計上。



効果４ 救急医療支援

・霊山道路の整備により三次救急医療

施設（福島県立医科大学付属病院）へ

の６０分圏域が、相馬市内まで拡大。

（カバー人口：約１千人増加）

１．事業概要

・起 終 点：福島県伊達市霊山町石田

～ 伊達市霊山町下小国

だて りょうぜんまち いしだ

だて りょうぜんまち しもおぐに

・延 長 等 ：１２．０ｋｍ

（２車線、設計速度８０ｋｍ／ｈ）

・Ｂ ／ Ｃ ：１．４

２．道路交通上の課題

４．整備効果

▲線形不良区間状況

・計画交通量：約８，５００台／日

３．地元調整の経緯等

①線形不良箇所への対応
・４８箇所の平面線形不良箇所、１．３ｋｍの縦断
線形不良区間が存在。
（設計速度６０ｋｍ／ｈの基準値以下）

②交通事故対策

・死傷事故率が伊達市霊山町石田において、１４９

件／億台キロであり、福島県の国道及び県道に

おける平均値（７２．５件／億台キロ）の約２倍。

・全体事業費：約３３２億円

③防災対策
・防災点検における要対策箇所１３箇所、異常気
象時通行規制区間（連続雨量120mm）５．６ｋｍ
が存在。

Ｎ

・Ｈ１７～１８年度 環境影響評価を実施

・Ｈ１９年度 福島県により事業化

・Ｈ１９年７月以降 福島市長、相馬市長、伊達市長他が、霊山道路事業推進を

要請

・Ｈ１９年１２月以降 福島県知事が、直轄事業による早期整備について要請

・Ｈ２１．３ 福島県、伊達市とルート・道路構造について確認

①

①

▲高次医療施設への60分到達圏域

▲相馬市～福島市間所要時間の短縮

効果２ 交通事故の低減

・事故が集中する線形不良区間の回避

により現道の交通事故を低減。

効果１ 線形不良箇所の解消

・平面線形不良箇所（４８箇所）、縦断線

形不良区間（１．３ ｋｍ）の回避により、

走行性が改善。

そうま

福島市 相馬市

郡山市

整備後
５２分

災害時の代替路
（国道６号～国道４号）

１４４分

４
６

13

115

４ ６

３，６８０台／日（H17）

⑥ 一般国道１１５号 霊山道路
りょうぜん

相馬市相馬市相馬市相馬市相馬市相馬市相馬市
福島市福島市福島市福島市福島市福島市福島市

霊山道路

伊達市霊山町石田

死傷事故率：１４９件／億台キロ

※（当該区間は過去１０年（Ｈ１０～Ｈ１９）で、通行止め８回（延べ７２２時間））

霊山道路

12.0km
対象区間

相馬地方

異常気象時 通行規制区間

5.6km （連続雨量 120mm）

線形不良連続区間

平均勾配６％～７％

防災点検における要対策箇所

線形不良区間 曲線半径≦150m

凡 例

当該区間は、一般国道としての役割を

果たしつつ、東北中央自動車道の一部

の機能を代替

効果３ 防災対策

・相馬地方と福島市間の国道１１５号に

おける災害時の代替路となり、迂回が

解消。また、緊急輸送ルートとしての

信頼性も向上。

（通行規制時の迂回時間約９０分が解消）

▲縦断状況

※ 便益(Ｂ)には、３便益(走行時間短縮便益、
走行経費減少便益、交通事故減少便益)
を計上。
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延長6.4km

凡例

主要渋滞ポイント

死傷事故発生箇所

供用中

対象区間

線形不良（縦断勾配）

事業中

凡例
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